
地域・交通計画研究室

少子高齢社会、環境重視社会、災害・感染症社会において、だれもが
生活しやすく、移動しやすく、安全安心な持続可能都市を実現します。

コンパクトシティ／公共交通／環境／防災／デザイン／市民参加

研究室名

社会やまちにに興味をもって、何でも意欲的に学ぶ人 歓迎します。
連絡先 tmorita@maebashi-it.ac.jp

①まちづくり・交通計画

主な研究内容と目指す将来像
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鉄道

利便性（現況）

利便性は、都心や鉄道沿線で高

い。都心居住型にすると，利便

性を享受できる人が増加する。 

趨勢型から都心居住型にし公共交通サービスを向上する

ことにより、都心の NO2濃度は高まり、郊外部で低下する。 

趨勢型から副都心型にし公共交通サービスを向上すること

により、郊外の NO2 濃度は高まり，都心部で低下する。 NO2 濃度の変化率 

利便性の現況再現値 地価の変化(差) 
趨勢型から都心居住型にし公共

交通サービスを向上することに

より都心の地価が上昇する。 

円／m2 

【総合評価】 
・都心居住型は CO2排出量の減少、生活の利便性

の向上等の効果がある。 

・副都心型は NO2曝露人口の減少等の効果がある。 

注）評価値は偏差値表示。CO2
排出量、NO2 曝露人口、騒音

は、軸を逆にとっている。 
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 趨勢型

都心居住型
副都心型
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研究室HP http://www.maebashi-it.ac.jp/~tmorita/

②人の意識・行動分析

③環境にやさしく災害に強いまち

☆コンパクトシティづくり
☆市民の意識分析

☆人の歩行分析

☆車のシミュレーション

☆都市の多面的評価（環境、利便性、経済…）
☆災害に強いまち

研究キーワード

研究の魅力・面白さ

受験生へのメッセージ


